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第１に十分に施肥した水田土壌で NERICA 1 とそのアジアイネ親品種およびアフリカイネ親品種の耐塩性を比較した．
塩添加による生育収量の低下を基準にすると，耐塩性はアフリカイネ親で弱く，アジアイネ親では日本陸稲と同程度に強
く，そして NERICA 1 ではそれらの中間であった．耐塩性は茎葉部 Na 含有率の増加にともない低下したことから，アフ
リカイネおよび NERICA の耐塩性機構はアジアイネと同様に茎葉部の Na 蓄積の抑制に関係があると考えられた． 
次に 20 の NERICA 系統を用いて低肥沃な条件での塩に対する反応を調べた．NERICA 系統の茎葉部の Na 蓄積は，標
準の水田土壌条件下に比べアフリカの土壌と似た理化学性を持つ低肥沃なマサ土では著しく高くなり，耐塩性は低肥沃な
土壌で低下することが分かった．そこで低肥沃な条件で影響の大きい肥料要素を調べるため，マサ土を用いて N，P およ
び K の施肥効果を調べた．品種 NERICA 1 の生育には N 施肥が不可欠であり，K 施肥は効果がなかったものの，P 施肥
は乾物生産と耐塩性を著しく向上させた．乾物生産の向上は 3 要素の吸収量に比例的であると同時に，Na 含有率の低下
と対応していたことから，耐塩性は乾物生産の増加にともなう Na 含有率の低下によって改善されたと考えられた． 
施肥効果の大きい N および P が品種の耐塩性に及ぼす影響は，2 つの要素で異なっていた．土壌の N 濃度が高いと耐
塩性が向上するものの，効果は品種で変わらなかった．これに対して，品種の耐塩性は土壌 P 濃度によって異なった．
低い土壌 P 濃度条件で耐塩性のある品種は P 欠乏条件でも根長が長く，P 吸収量が多く，茎葉部の Na 含有率を低く維持
するものであることが見出された．  
以上より，NERICA の耐塩性は土壌肥沃度によって影響を受け，低肥沃な塩土壌では N および P の吸収量の増加によ
って生育収量を改善できると結論された．塩土壌における N 吸収量の増加は品種変異が小さいので，施肥あるいは有機
物投入による土壌改良が効果的であると考えられた．一方，P 肥料は入手困難であるが，P を有効に吸収する品種がある
ので，P 吸収量の増加は品種選択による改善も可能であると考えられた．したがって，低肥沃な塩土壌で NERICA の収量







第１に耐塩性はアフリカイネ親で弱いが，アジアイネ親では強く，そして NERICA 1 ではそれらの中
間であることを示すと同時に，NERICA の耐塩性機構は茎葉部の Na 蓄積の抑制に関係があることを見
出した．次に 20 の NERICA 系統を用いて耐塩性は，アフリカの土壌と似た理化学性を持つ低肥沃なマ
サ土で低下することを示した．そしてマサ土における NERICA 1 の生育にはカリウム施肥は効果がなか
ったものの，窒素施肥は不可欠であり，リン施肥は乾物生産と耐塩性を著しく向上させることを示した．
さらに窒素施肥は耐塩性の品種間差にあまり影響を与えないが，リン施肥は大きな影響を与えることを
見出した．これらのことから，低肥沃な塩土壌で NERICA の収量改善は，窒素供給量の向上を目指した
土壌改良を行ない，リン欠乏条件下で耐塩性のNERICAを採用することによって達成されると提案した． 
以上，本論文は新しい品種群である NERICA の耐塩性機構を明らかにするとともに，アフリカの稲作
改善に対する方法を提案しており，学術的，作物栽培学的にも貴重な意味をもつ研究である．このよう
に本論文は，博士（農学）にふさわしいものと判定された．
